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事業概略書 

 

事 業 名 

 

精神保健福祉士養成カリキュラム改正に伴う実習指導者及び実習担当教員養

成研修のプログラム開発事業 

 

事 業 目 的 

 

 実習施設における実習教育の必要性と重要性を再検証し、指導力のある実

習指導者を養成するために望ましい研修プログラム（実習指導者養成研修プ

ログラム）の開発及び、それら実習生を養成する教員の指導力向上のための

研修プログラム（精神保健福祉援助実習・演習指導教員講習会）の開発を目

的として本事業を実施する。 

事 業 概 要 

 実習施設の実習指導者の指導内容の調査、現状分析、現任精神保健福祉士

に体験した実習指導の効果と実効性に関するアンケートを基礎調査として行

い、本協会構成員を対象とした実習指導者養成に係る試行プログラムによる

研修を開催、研修のモニタリングを行い実習指導者養成研修のプログラムを

開発した。 

また、実習担当教員養成研修のプログラム開発調査として、一般社団法人

日本精神保健福祉士養成校協会の会員校関係者を対象とした実習担当教員養

成に係る試行プログラムによる研修を開催し、受講者へのアンケート（全数

調査）、フォーカスグループインタビュー（抽出調査）から、望ましい研修プ

ログラム案（受講要件、科目、シラバス、講師要件等）を作成した。 

事業実施結果 

及び効果 

実習指導の実態及び実習指導経験に関する現在の実務への影響等に関して

は、本協会構成員を対象にそれぞれ 54％と 35％の回収を得た。これらを元に

実習指導者養成研修のモデルプログラムを開発し、東西会場で 94人が受講を

修了。その中から聴取した意見及び、講師スタッフによるモニタリングを経

て、認定実習指導者養成研修プログラムを開発した。 

養成校においては、実習指導の実態と現場や学生への教員からの期待と実

際についてアンケート調査を行い、81％の回収を得た。その上で、教員モデ

ル講習会を開催し、参加者と講師からのアンケート調査を実施した。 

事 業 主 体 
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   東京都新宿区大京町２３－３ 四谷オーキッドビル７階 

社団法人日本精神保健福祉士協会 

TEL：０３－５３６６－３１５２ E-MAIL：office@japsw.or.jp  

（注）１．本様式の作成にあたっては、厚生労働省ホームページに掲載するので、一般に公開することを想定し、

分かりやすい表現に努めること。 

   ２．本様式は、事業の概略をまとめるために作成するものであり、別途、実施した事業についての報告書冊

子を必ず提出すること。 


